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血液型糖転移酵素活性の低下に伴う A・B抗原の発現減弱
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83歳男性，虚血性心疾患と慢性腎機能障害の既往あ
り．2019年に貧血と血小板減少を契機に骨髄異形成症
候群（MDS）と診断され，血液型は AB型 Rh陽性で
あった．無治療経過観察中の 2021年 2月に貧血が進行
し，輸血が必要と判断され交差適合試験を実施．その
際の血液型確認でオモテ検査は抗Aに凝集が見られず，
抗 Bは部分凝集を認めた．ウラ検査は A1血球，B血球
ともに凝集を認めなかった（図 A）．A抗原発現の確認
のため抗 A血清を用いた吸着解離試験を実施し，解離
液は A1血球のみに凝集を認めた（図 B）．なお，B・O
血球を用いた吸着解離試験も同時に実施し，非特異凝
集がないことを確認した．以上より，A抗原の発現が
確認できたので血液型糖転移酵素活性を測定（ガルサー
ブ ABキット，積水メディカル株式会社）したところ
A型：8倍（対象 128倍）B型：8倍（対象 32倍）と，
特に A型糖転移酵素活性は低下していた．血液疾患の
経過中に血液型抗原が減弱することが知られており１），

その原因は血液型糖転移酵素活性の低下２）と赤芽球の分
化異常の可能性３）が考えられている．本例はMDSの経
過中に血液型糖転移酵素活性が低下し，AB抗原発現が
減弱したと考えられる．
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